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【自主運営避難所への支援】
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１ 避難所の役割

命を守る場所

人々の安全を確保し、
生活再建を始めるため
の施設

避難者が普段通りの生
活ができるまで設置し、
その後、速やかに閉鎖

災害発生時期（発災直後）

災害復旧初期（２日目から３週間以降）

災害復旧後期（ライフライン復旧以降）

大津市の指定避難所 232箇所（福祉避難所含む）
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『避難所担当員
（市職員）』

『避難所リーダー』
避難者を代表する方。自治会や自
主防災会等の役員。

『施設管理者』
避難所となる施設

の管理者（校長等）。

３者の連携が
特に重要！

「避難所運営マニュアル」 をもとに運営する

２ 避難所の運営
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避難所（学校（主に体育館や遊戯室）や市民センター（公民館）などの建物）

指定避難所（市が指定） ・市内１９７箇所
・一時的に滞在してもらうための施設

【避難所内の福祉スペース（市が指定）】

・受入対象者は施設ごとに異なる（地域防災計画に記載）

（例）要配慮者、妊産婦・乳幼児、知的障害者及び精神障害者のうち、
あらかじめ市長が指定した者

・主に保育園や児童クラブなど、市内３５箇所

指定福祉避難所（市が指定）

・介助を要する等の理由により、一般避難所での生活が困難であると

判断される要配慮者を受け入れるスペース

・福祉避難所とは違い、バリアフリー等の設備が常設されている施設で

はないため、要配慮者すべてを受け入れることが可能な環境ではない

・支所の和室や中学校の武道場など、市内８４箇所

３ 避難所の現状について
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【自主運営避難所】

行政が直接管理・運営する避難所ではなく、住民自身が主体となって開設・運営
する避難所。

災害発生時、特に行政の支援が遅れる可能性がある地域などでは、活用が期
待される。

項 目 内 容

運営主体 地域の住民・自治会・自主防災組織など

場 所 自治会館・集会所・社寺など

目 的
行政支援が来るまでの初動を住民自身で支える
避難所の過密を避けるための分散避難

利 点
柔軟で即時対応が可能
地域特性に合った運営ができる

【大津市地域防災計画】

小規模災害時等に備え、地域で任意に自治会館等を活用した地域避難所を
設定する。

４ 自主運営避難所とは



Lake Biwa

Otsu City

５ 支援物資の流れについて
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５ 支援物資の流れについて

8

自
主
運
営
避
難
所



Lake Biwa

Otsu City

６ 情報共有について
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※在宅避難者や車中泊などの個人への情報共有はスマホアプリの利便性向上を図ることを検討
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